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1.はじめに 

携帯端末と地理情報システム（GIS）ツールの組み合わせからなるモバイル GIS を用いた野外調査システ

ムは多様な利用が期待できる．またそれらの調査結果をインターネット/イントラネットで公開して，これを

利用するといった Web-GIS の試みは，既に観光案内・住宅・賃貸物件などの表示・検索サービスとして行わ

れている．このように Web-GIS を用いる事によりシステム及び情報の共有化を図ることができ，対話的な地

理情報の検索・表示のみだけではなく，インターラクティブなデータベース更新を可能にし，社会情報基盤と

して高い有用性が期待されている．そのため従来の自己閉鎖的なスタンドアロン系システムの GIS から相互

運用性のある GIS に移行することができる． 
このような技術動向の背景には，「幅広い情報共有」・「調査診断・プロジェクトの実施」・「地域政策決定へ

の積極的な住民参加」などが社会的要請としてあげられる．そのため Web-GIS の利点と問題点による評価を

元に，本研究では Web-GIS を用いた試験的な多目的調査システムを試作し，試験運用を通じてその有用性を

検討した． 
2.研究目的 
 本研究では，Web-GIS を用いた駐車場案内サイトの今後の発展に

ついて提案を行うものとした．既存の Web-GIS には(1)「ゼンリン」

｢マピオン｣等の各都市の駐車場案内サイト，及び(2)地方都市におけ

る観光施設の駐車場案内サイトなどがある．(1)の場合は対象駐車場

のみの場所，及び「空車」か｢満車｣の情報が携帯電話や PDA のよ

うなモバイル端末からほぼリアルタイムに受信できる．(2)の場合は

PC からしか駐車場の｢空車｣か｢満車｣かの情報を得ることはできな

いが，地域全体の駐車場情報を一つのページからすべて閲覧するこ

とができる．しかし，どちらの情報も運転手(以下，クライアント)
にとっては現在の駐車場情報しか得ることができず，「クライアント

が目的地に到着した時，駐車するのに最適な駐車場はどこか？」と

いう情報は得ることができないのが現状である． 
本研究では武蔵工業大学付近で上記の問題が生じているＡデパー

トをモデルとして，問題点改善システムの試作を行うものとした． 
3.研究内容 
対象のＡデパートにおける駐車場情報サイトでは 2.の(1)のようなサイトを用意している（図-1）．しかし，

そのサイトにはＡデパート各駐車場の位置及び駐車場情報のみが表示されるため，2.で述べた問題が生じる．

そこで，Ａデパートを目的とするクライアントの状況を分析して，どちらの方面（今回は 4 方向）から，何時

台（9：00～19：00 一時間毎の割合）に来たクライアントはどの駐車場に案内するのが最適かという情報を

文字で表現し，文字情報を JaMaPS に重ね合わせて駐車場案内サイトを作成した． 
4.JaMaPS について 

JaMaPSとはKDDI研究所が1998年10月に開発したものである．JaMaPS=「Java」，「Map」，「Platform」，

「Specification」の 4 つのキーワードを組み合わせた造語であり，自立分散したサーバ上にある画像（グラフ



図-2 作成した駐車場案内サイト 

ィックス）を重ね合わせ表示可能にし，WWW における相互運用環境を提供できる情報プラットフォームで

ある．また名称からもわかるとおり，Java で開発されているため，JaMaPS は OS やアプリケーションに依

存しないマルチプラットフォームを実現している．そのため PDA や携帯電話からでも，JaMaPS で作成した

アプリケーションを閲覧することができる． 
JaMaPS のサーバとして本研究では Web サーバ（Apache1.3.22）と JavaServlet サーバ（Tomcat3.2.1）

を連携した．尚，OS は Unix(TurboLinux6.0)を使用した． 
5.研究成果 
 作成したＡデパートの駐車場案内サイトはＡデパー

ト周辺の地図及び位置情報，その周辺の駐車場情報をそ

れぞれ，画像・文字で表現した．一般的に Web で用い

られる画像ファイルは jpg 形式であるが，道路表示など

の線や詳細な位置情報の文字などが拡大･縮小時に粗く

表示されるため，画像・文字はすべて xml で作成され

た svg 形式のファイルを用いた．svg 形式を用いること

によって滑らかで，大きさは拡大しても変わらない画

像・文字を JaMaPS で表示することができた．図-2 に，

試作したサイトの表示の一例を示す．課題であった「ク

ライアントが目的地に到着した時，駐車するのに最適な

駐車場はどこか？」を提示することに対しては JaMaPS
の MRL を用いて「どちらの方面からか？」「駐車場の

待ち時間はどの位か？」というカテゴリーを作成し，クライアントが選択肢から自分の状況を判断して最適な

駐車場をできるだけ詳細に確認できるようにした． 
6. 考察及び結論 
本研究の成果として作成したサイトは単体のページで，ある地域周辺をすべて表示することができ，クライ

ントが欲しい情報をできるだけ正確に表示する駐車場案内サイトである．又そこからリンクを作成する事によ

って，より一層のサービス拡張が可能であり，今後，カーナビなどの VICS（Vehicle Information and Common 
System）分野で，低コストで正確な情報表示ツールとして発展が期待できると考えられる． 

しかしながら，Ａデパート周辺には誰もが有･無料を問わず，使用することのできる駐車場が少なく，Ａデ

パートの駐車場が満車時に他の駐車場にＡデパートクライアントを配分することは難しいと考えられた．また，

作成したサイトは PDA 及び携帯電話から閲覧ができないままでいた．更に，情報提供として駐車場情報の「空

車」か「満車」かという情報のリアルタイム更新が出来ていない．以上の事項は今後の課題とする． 
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